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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, 著者が多年攻究してきた文章の性格をあらわす構成的特性構造についてのデータを用いて,
因子分析法の妥当性を検討し, その実際的適用に際しての規準を明らかにしようとしたものである｡




スに, 直接バリマックス法, 主軸法, 正規バリマックス法などによるいくつかの因子分析を実行し, 因子










第3章では, 因子得点による因子の解釈法, および因子得点の算出法そのものについて検討する｡ 因子
得点は因子分析表の因子負荷量の大小によって行なわれる従来の因子解釈にくらべ, はるかに具体的で広
い解釈の道を与えると思われるのに, これまで実際的な研究は殆んど行なわれておらず, 殊に ｢完全な方
法｣ による因子得点抽出は, わが国の研究では皆無に近かった｡
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そこで著者は, 現代作家100氏の文章の性格特性因子の因子得点を, ｢完全な方法｣ によって算出し,





得点算出式 F-ZR~lA によって因子得点を算出するという一連の手つづきが, 最も有効であると結論す
る｡
著者は因子の抽出法を考えるに当って不変性という概念を導入した｡ 即 ち因子数 m - K として得られ
た因子行列が因子数 m-1(K< 1) としてえられた因子行列の一部と完全に同じであるばあい, その因子抽
出法は因子数に関して ｢不変性｣ をもつとし, 不変性をもたない抽出法よりも不変性をもつ抽出法を用い




｢平行性｣ なる概念で表わし, ｢不変性｣ ｢平行性｣をもつ因子得点算出法が, 対象の構造を内容的に首
尾一貫して説明する因子構造を求めるのに適切であるという新しい規準を提唱した｡

























形式的因子的構造によって規定する範囲を越えて, 内容的にまで立入るためには, 尚文学的 ･言語学的攻
究が重ねられねばならず, 早急に結論することは大いに戒心を必要とするであろう｡ しかしその基礎とし
ての因子分析法についての丹念な検討は, 秀れた寄与として高く評価される｡
よって, 本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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